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中国で歴年おこなってきた考古発掘で， 組1981：、たくさんの西
雲南江川李家山22号墓出土エッチング文紅玉髄製アジアおよび中央アジアの文物が出土している。 これ ３
〔作銘1974〕
ンポ玉。墓葬
らの文物としては，回
させて（エッチング）
墓葬年代はおよそ前第６世紀ｃしては，西方の文字銘文のある鉛餅・腐蝕 玉。
湖北随州市曽侯乙墓出土ガラス製トンボ玉。文様をつけた紅玉髄製玉類． ４
年代は前第５世紀中葉。〔湖北省博物館1989
425,657〕（写真１）
サーサーン朝銀貨・サーサーン朝のガラス製品・ペル
シアの陶器・ローマのガラス製品・東ローマのガラス
製品・東ローマ金貨とその坊製品・アラブ金貨とその [Ⅱ東臨消斉王墓随葬坑出土銀製食。年代は前179年５
前後。〔山東省消博市博物館１９８５：223〕（写真２）坊製品. ゾグドの銀器・クシ ヤーン銅貨。 イスラーム
広東広州南滅干墓出土銀製食・金製装飾部品。のガラス製品・カラハン朝銅貨・西アジアあるいは中
央アジアの金製首飾・金製腕輪・金銀製指輪・金製装
飾部品・象牙・香料，などがある。さらに，中国で製
象６
牙・香料。墓葬の時代は前122年前後。〔広州市文
物管理委員会他1991〕（写真３）
広東広州横枝崗2061号墓出土ガラス製碗。造した， 墓葬年
1981〕
西アジア人や中央アジア人の中国における活 ７
代は前第１世紀。〔広州市文物管理委員会他
(写真４）
動情況を反映している碑刻・墓誌・建築・文書などが
ある。これらの文物は．西アジアと中央アジアの歴
雲南晋寧石塞山13号前漢墓出土エッチング文紅玉史・考古・美術史. 中国文化との関係を研究するのに ８
髄製玉。〔作銘1974〕（写真５）重要な資料である。中国出土のこれらの文物ははなは
だ多量であり，時代もながきにわたるので，本稿でそ
の全部をとりあつかうことは不可能である。したがっ
広東広州4013号墓出土金製玉とエッチング文紅玉９
髄製玉。墓葬年代はおよそ後第１世紀前半。〔広
州市文物管理委員会他1981〕漢代および漢代以前の文物について現て，その中の，
湖南長沙五里牌後漢墓出土金細粒技法製品。在の基本的研究を述べたい。 〔湖10
南省博物館1960：３８〕
江蘇揚州甘泉２号後漢墓出土ガラス製品と金細粒1１Ｉ
技法製品。〔南京博物院１９８１：１〕（写真６．７，８，９）中国出土の漢代および漢代以前の西方文物で主要なも
河南洛陽東郊出土ガラス製瓶。 時代はおよそ後第のは以下のようである：
ｌ新彊輪台群巴克（チョムバク）出土ガラス製トン
1２
〔中国文物交流中心1992〕（写真１０）２世紀。〔 女
１３新謁和間（コータン） 出土エッチング文紅玉髄製前第10-前第７世紀の墓葬から〔ボ玉。 [中国社
会科学院考古研究所新彊工作隊１９９１ 684〕 遺跡年代は前第３世紀～後第２世紀。 〔Stem玉。
1928〕河南固始侯古堆１号墓出土ガラス製玉。 墓葬の時ワ
代はおよそ前第６世紀。〔固始侯古堆一号墓発掘 険西漢長安城内出土西方文字銘文鉛餅（ 時代は後]４
漢代および漢代以前の中国出土西方文物 １３M
のところ． 前第５世紀の中国と地中海沿岸諸国との直漢宋年。〔考古研究所資料室1977：428〕
接交往は証明できないとはいえ， 西北遊牧民族の移動陳西扶風漢代遺跡出土西方文字銘文鉛餅。 〔羅1５
ﾄﾞ方面を経ての中国とこの地方との関および海上イ＞1976：275〕
〔霊台県博物館 洛陽東郊出土ローマガラス製瓶は．係があった。 陸路甘粛霊台出土西方文字銘文鉛餅。1６
中国へ伝来した最古のガラ ス製容器であろう。1977：427〕（図１）
金銀器
現在ある資料では，
りもすこしおそい。
金銀器の中国伝来はガラス製品よⅢ
広州南越王墓中の銀製常と山東斉中国へ漢代およびそれ以前につたわってきた西方産遣
壬墓随葬坑中の銀製念は，器形・文様と製作技術とも物はそれぞれ，新彊ウイグル・廿粛・険西・河南・広
東・湖南・湖北・江蘇・山東・雲南の１０省区で出土し
ている。東南沿海から長江，黄河流域，西北までひろ
く分布し，遺物の種類は豊富である。
ガラス（玻璃）製品
この種の器物とペルシアの金銀器はよ非常にちかく，
同様な銀器はこれまでバルカン半島のブ<似ている［
ルガリア南部でも出土している。現在まだ中国出土の
この２点の銀製食製造地点は判明していないが， 西ア
ジアあるいはもうすこし西よりの地方の産であること
は問題あるまい。
ガラス製品は現在知られる中国出土最古の西方産文物
である。その中でも，ガラス製玉類は主要な遺物であ
南越干墓では他に象牙・香料・金製装飾部品が出土ガラス製玉類の形状は球形あるいは楕円球形であ０
０
る
フ
（
） 南越千国は当時中国南方で一定の独立`性をる。穿孔があり，文様は各種の円環などで，色彩は多
様である。よく「トンボ玉」（蜻挺眼玻璃珠）と称さ
れる。化学分析によると，この種のガラス製玉類の成
分はナトリウムとカルシウムを主成分としていて，丙
している。南越：
もっていたから， これらの遺物は海路中国へ伝来した
斉王墓随葬坑出土銀製念も海路伝来しものであろう，
陸路中国伝来の可能性も排除できた可能,性はあるが，
南越干墓出土32点の金製装飾部品は， こまかい･致している。アジアの同類製品と完全に ない。
この技法の金製品は，テイ金粒を鎖接したものである。中国の西北地区と南方地区からガラス製玉類が出士
･エウフラテス流域で前3000年ころすでに出現当時の中国の文化区域関係から考えて、することは， グリス
し，の ちにエジプト・ペルシア・中央アジア・インド・
パキスターンにひろく流行した。類似の金細粒蝋付
これは陸路と海路両方から伝来してきたものと解する
やや時代のおそい広川前漢墓出土のことができよう。
広東広州後第１世紀前半中国出土最古のローマのガラス製 技法製品は中国ではさらに，完形ガラス製碗は，
4013号後漢墓・江蘇揚州後漢墓・湖南長沙後漢墓からこれと揚州後漢墓出土のローマのガラス残片容器で．
出土している。きわめてよく似た金細粒技法製品がく地中海沿岸産ガラス製容器がすぐ なくとも前漢時
している。現在
'よ，
この種の金細粒トナムとパキスターンでも出土した。代にも中国へ伝来していたことをしめしているｃ
図１鉛餅〔霊台県博物館1977Ｊ
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技法製品は海のシルク ロードにかかわる遺物である。 愼路がみな通じていたことが， 考古資料によって証明
エッチング文紅玉髄製玉類（蝕花肉紅石髄珠） きれる。
この種の遺物で中国最古の出土品は，雲南李家山の前
第６世紀墓葬中のものであり，すこし後代では，雲南
すでに知られている中国漢代以前の西方産文物は，
海上絲綱之路から輸入したものがかなり多い。 この西
石築山前漢墓や広州4013号後漢墓で出土している。 広州では秦代の造船工場遺跡を莞万産文物以外でも，
掘しているし〔広！
￣
れは紅玉髄の石表面を薬品で腐蝕して文様を出す技法 〔広州市文物管理処1977：ｌ〕，広州漢
前2000年ぐらいには西アジアと南アジアですでに しばしば土製および木製の船模型が出土代墓葬中からで，
あらわれている。この遺物の中国での出土は，海路中 することは， そのころの中国がすでに高度な航海能力
中国西南地区と南国と両方の往来関係があったこと。 をそなえていたことをかたっている〔 これが海上シル
クロード発展の基礎となった。アジアや西アジアとの交通路がすでにあったこと， を
新彊和間出土品は陸路での中国 海路伝来する西方産文物ははなはだおお説明するのみならず， 漢代以後，
伝来をしめすものであろう。 たとえば南朝時代広東遂溪出土サーサーン朝銀〈，
西方文字銘文鉛餅
この種の鉛餅は円形を呈し，直径５４－５．６センチメー
トル，片面は,｢[I，もう一方は凹面で，凹面に西方文字
銘文が－周鋳だされている。夏鼎の考証によれば，こ
貨・銀製碗・銀製杯。広東英徳南斉墓出土サーサーン
朝銀貨､ 広東曲江南朝墓出土サーサーン朝銀貨， 湖北
都城西晋墓出土サーサーン朝ガラス製碗． 湖北公安東
晋墓出土金細粒技法製品，南京象[１１束晋墓出土ローマ
ガラス製杯と金製指輪，南京鼓楼東晋墓出士ローマガの銘文文字はへしニズム時代とローマ時代の西アジア
で使用した貨幣上のギリシア文字で， 銘文の特徴はア ラス製碗． 南京北郊東晋墓出土ローマガラス製杯， 南
[作銘１９６１：272〕。 京石門吹六朝墓出土ローマガラス残片､ルサケス朝貨幣銘文に似ている 江蘇鎮江六朝
ある。唐宋時中国出土のこの種鉛餅はみな後漢時代である。 特別に 墓出土サーサーン朝ガラス製碗， などがある。
代も西方伝来の陶器・ガラス製品・全銀器はすぐなか埋蔵された遺跡から出土することは， 当時のきわめて
貴重な物品であったことをしめすものである。 らず出土する「 海路も歴代衰退することなく， 漢代以
iの交渉は後代の繁栄につながる堅実な基礎をつくっ百■■
ていたことがわかる。１m
中国出土の西方産文物はもとより人々をシルクロード 漢代およびそれ以前に中国へ輸入された西方産文物
絲綱之路研究者はお 中国文化にある程度の影響を生じている。研究に関心を持たせるとはいえ， たとえ７
勺
は
ぱ
おく漢代張霧の西域鑿空後を論じてい ここまで列 雲南石塞山前漢墓出土の青銅製盆は， 造形と文様る「
張春などの公的交渉以前にも民 が南越王墓と斉王墓随葬坑出土の銀製盆とよ拳してきた出土品は， <似てい
間の交渉がすでに頻繁であって． これが，漢王朝の使
後代のシルクロー
西方産器物影響下の坊製品にちがいないく 湖南て．
節を西Ｉ ご派遣する決定をうながしロ 広東・広西などの地区では大量の中国産ガラス製玉類
ﾄﾞ繁栄を促進したものであることをしめしているこ が出土するが，その成分が鉛とバリウムを主としてい
て中国の特色であることをのぞけば，外形・文様・色張春西域通使以前の東西交渉についての文献資料は
すぐなく，
できない。
はやくも「
発掘出土品実物によらずしては研究を進行 彩において西アジア産品と差がない〔 青銅製防製品は
時代上中国出土西アジア産ガラス製品は， この後の時代にはみられないし． 戦国時代に坊製が}よ
も前第10世紀から存するのに，中国文献はこれ
について記載していない。中国漢代およびそれ以前出
じまった西アジア風ガラス製玉類は前漢以後だんだ人
これら西方産品の中国への影響はおおきくなくなり，
土の西方産文物は数量もおお <種類も豊富で，絲綱之 西方流行の金細粒鎖付技法は漢代中国製造器物ないｃ
路開通の研究に大量のたよるべき資料を提供する〔 険西西安出土金製竈と河北定ﾘﾄ|出土金そ 中にあらわれ，
のうえ，はやくも前第10世紀から前第５世紀の間に中
国の西方への交通路として，海路・陸路と西南地区川
製龍はみなこの技法であるｃ そしてこの技法は南北朝
以降の金銀製品製造においてずっと継承ざれ発展す
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驫鑪懲丁
写真１ガラス製トンボ玉
〔湖西省博物館1989〕
写真２銀製食〔山東省榴博市博物館1985〕
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写真３銀製食〔広州市文物管理委員会他1991〕 写真４ガラス製碗〔広州市文物管理委員会他1981〕
←
鎖
Ⅲ
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写真５鴉瑠・紅玉髄製玉〔作銘1974〕
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南北朝時代の西方伝来各種文物はさらにおおく，る。 考古研究所資料室
１９７７西安漢城故阯出土一批帯銘文的鉛餅，「考古」1977-
６。中国人の西方文物への認識と理解をふかめ， これら器
霊台県博物館
１９７７甘粛霊台発現外国銘文鉛餅，「考古」1977-6．
羅西章
１９７６扶風姜源発現漢代外国銘文鉛餅，「考古」1976-4･
南京博物院
１９８１江蘇刊江甘泉二号漢墓，「文物」1981-11・
山東省旙博市博物館
１９８５西漢斉王墓随葬器物坑，「考古学報」1985-2．
Stem,Ａ、
物の反映する文化内容を吸収し， 中国文化の中に融合
し，唐代文化の中におおきくあらわれたのであった。
〔原文漢語〕
参考文献
固始侯古堆一号墓発掘組
１９８１河南固始侯古堆一号墓発掘簡報，「文物」1981-1･
広州市文物管理処
１９７７広州秦漢造船工場遺吐試掘，「文物」1977-4・
広州市文物管理委員会；広州市博物館
１９８１「広ｿ､|､|漢墓」文物出版社，北京。
広州市文物管理委員会；中国社会科学院考古研究所；広東省
博物館
19281""cmoosjAsm,Oxford．
中国文物交流中心
１９９２「中国の金銀ガラス展一正倉院の故郷」ＮＨＫ大阪
放送局，大阪。
中国社会科学院考古研究所新彊工作隊他
１９９１新彊輪台県群巴克墓葬第二，三次発掘簡報，「考古」
1991-8。1991「西漢南越王墓」文物出版社，北京。
湖北省博物館 作銘
１９６１
１９７４
外国字銘文的漢代（？）鉛餅，
我国州十的蝕花的肉紅石髄珠，
｢考古」1961-5。
｢考古」1974-6。1989「曽侯乙墓」上冊，文物出版社，北京こ湖南省博物館
１９６０長沙五里牌古墓情理簡報，「文物」1960-3。
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金細粒技法製品（南京博物院1981，中国美術全集写真７金細粒技法製品（南京博物院1981，中国美術全集
工芸金銀器巻）
写真６
Ｔ美全銀器巻）
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写真８金細粒技法製品（空心金球）
〔南京博物院1981〕 ＬＰ■必
写真９金細粒技法製品〔南京博物院1981〕
写真１０ガラス製瓶〔中国文物交流中心1992〕
